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全国学力・学習状況調査の結果について【その２】 算数/理科 

左の問題は、全国の正答率が４割程度だったのに対し、本校の

正答率はそれを大きく上回りました。もともとの量に10％増やす

と、もとの量の何倍になるかを問われています。10％増量という

言葉の意味を正しく理解できているかがポイントになります。 

  正解  ２（１．１倍） 

下の問題の本校の正答率は２割弱と、とても低かった問題で

す。ここでは結論をア・イのどちらかで選び、その根拠となるグ

ラフを右から選んで読み取れることを書く問題です。 

本校では、グラフは正しく選べたものの、そこから読み取れ

ることが書けていなかったり、出荷量を割合と誤ってグラフ２を

選んでしまったりという誤答が多かったです。 

今後の対策 

◆いくつかある資料から、問われているもの

に適切な資料を選ぶことや、その資料から

読み取れることを端的に表現すること 

（国語と同様） 

●正答率の高かった問題 

▼正答率の低かった問題 

正解  ア 

正答例 
グラフ３を見ると、都道府県Aのブロッコリー
の出荷量が増えているから 
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左の問題の本校の正答率は３割弱と、とても低かった問題で

す。キの操作については、正しく答えられているものの、クの操

作については、焦点を合わせるということに思い至らずに、誤

ってしまうことが多かったです。 

  正解  キの操作・・・ ２ 

        クの操作・・・ ４ 

上の問題は、全国の正答率が６割程度だったのに対し、本校

の正答率はそれを大きく上回りました。方法③では、室温につ

いて調べることから、１～４の中で、室温だけ変えているもの（１

と２）を選ぶことになります。実験の条件を１つだけ変えるとい

う、条件制御の考え方が多くの児童に身についていると言えま

す。  正解  １と２ 

画像が鮮明に 

対象物が中央に 

今後の対策 

◆実験、観察をさらに充実させ、自分事として行うようにして、器具の操作につ

いて確実に理解できるようにしていくこと 

▼正答率の低かった問題 

●正答率の高かった問題 


